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〔学会〕 第 20回千葉泌尿器科集談会まとめ
本会は昭和 48年 1月 28日 (日)， 午後 l時半より千
大病院第 1講堂において開催された。
まず北村(教室)は 25才女子にみられた xantho-
granulomatous pyelonephritisの I例について報告し
た。本例は左側腹痛，発熱，血尿を主訴として来院し，
左尿管結石と診断， 結石は自然排出したが renogram， 
IVP などで腎機能の回復がみられないため腎別を行な
ったところ，上記と確認されたものであるD
伊藤清夫(教室)は走査電子顕微鏡による尿路結石表
面の観察を行ない，藤酸カ jレシウムは六面体構造を示す
のが特長で，これとよく混在してみられる燐酸カルシウ
ムははっきりした結品構造をとらぬこととみている。さ
らに尿酸結石では粒状または放射状構造で，この結石を
有する患者に allopurinolを投与したあとでは，結石溶
解の過程と思われる新らしい表面があらわれるのを確認
した。またチスチン結石は六角板状が基本形であるが，
異なる構造をとる場合もあることを示し，珍らしい酸性
尿酸ナトリウム結石では針状結晶がみられることを供覧
し興味深かった。こうした研究が結石の予防，溶解剤の
開発に進展することを期待する。
つぎ、に瀬11ら(君津中央)は後腹膜気体造影につい
て，通常用いられる O2ガスのほかに N20，CO2 ガス
を用いて，nephrogram，気体量を経時的にレ線フィル
ム上より検討した。気体量はどのガスの場合も注入直
後が多いが， N20 は早期に吸収されること，良い ne-
phrogramは気体注入後比較的早い時期に得られると
結論した。 O2 ガスが気体栓塞の可能性を有しているこ
とも考えると，こうした臨床的研究は日常診療の上に大
変役立つもので，前回の跨脱炎に関する報告といい，瀬
川氏らの努力に敬意を表する。
藤田ら(旭中央)は下腹部腫癌を主訴とした 32才男子
の後腹膜脂肪肉腫の l例を報告した。剃出した腫虜重量
は 2800g，本腫療はまれなもので本邦 37例目にあたる
という。
つぎに三橋ら(教室)は経尿道操作後の尿中細菌数に
ついてと題し，外来患者 200余例について跨脱鏡検査前
後における尿培養の結果を中心に報告した。検査後の
予防法は無効であると結論したのち， 跨脱鏡使用時の 
irrigatorおよび使用水について， 関連各施設からのも
のを検討し， irrigator のヒビテン，超音波処理や滅菌
持千葉大学医学部泌尿器科学教室
水洗糠といった処置では不卜分であること， irrigator 
管理が悪いと水中常在菌系の細菌が入る可能性のあるこ
とを指摘，さらに検査後の尿培養陽性率が女子に多いこ
とから，腫口部の菌と尿中菌を比較し，腸脱鏡検査の
際，腫口部の菌も勝脱内に押しこむ可能性のあることも
否定できないとした。泌尿器科で常時行なわれる跨脱鏡
検査後に不快な尿器感染をみることがあり，診療の大き
な支障になっていることを考えるとき，意義の大きい研
究といえると思う。
外間ら(国立習志野)は腸管を利用した代用勝脱の 5
例について報告した。 Coffey-U sadell法を行ない，尿
管腸管吻合は， 1倒が Kerr-Colby，4例が CoffeyII 
法で行なっており，術後の諸検査では血清 Na， Cl， 
BUN， creatininに目立った変動はなく， K は2例で
やや低下をみたのみであったという。術後の IVPは略
正々常， VURは全例みられず，さらに腸脱内圧，尿流
計の検査の結果を総合し，本法による代用腸脱は本来の
勝目光の役割をよく果たしており，勝脱全易リ後の尿路変更
術としてよい方法と思われると述べた。 1年間にこれだ
けの手術を行なわれ，好成績を収めていられることは敬
服に値する。討論として本法のごとき糞震にするか， 
Bricker法のごとく尿凄とするかの是非，採尿器の優秀
なものが望まれるなどの意見が出た。
伊藤弘世ら (千葉労災)の報告例は 39才男子で事故
により Thj2-Ljの陥凹骨折の脊損例で Thj2に以下の脊
髄を失ったことが手術的に確認された。勝脱内圧曲線は
正常に近く，尿道，腸脱の疹痛感覚はなく，完全ではな
いが尿意の感覚はみられたという。
最後に片山ら (教室)は 2，3の失敗例についてと題
して，最近 1年間における手術失敗例を報告した。①腎
易IJ術後の出血，② Co町ey-Usadel法後の尿漏，③尿管
皮膚凄術後の尿膿、虜，④尿管勝脱新吻合後の尿凄，⑤難
治性糞震の 5例であるが，成功例のみならず失敗例の検
討が必要であると考え，あえて報告し，参会諸氏より討
論があった。
本集談会も今回で 20回を数えるに至ったが， その性
質上，日常診療に関連ある問題が多く取上げられている
が，年々その内容の向上が目立ち，しかも関連せる他科
の方にも参考になる点が多くあると信ずる。今後，さら
に多くの同学の方の参加を希望する次第である。
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